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はじめに

この FAQでは以下のトピックを扱っています。

1 Microsoft Transaction Server 2.0

2 Microsoft Message Queue Server



1 Microsoft Transaction Server 2.0

1.1 Windows NT Option Pack に含まれているMicrosoft Transaction Server（MTS） 2.0は、
どのOSに対応していますか?

Windows NT Server，Enterprise Edition 4.0、Windows NT Server 4.0、Windows NT 
Workstation 4.0 およびWindows 95 に対応しています。

1.2 Windows NT Workstation、Windows 95 でMTSを使用する時、制限はあるのですか?

はい、Windows NT Workstation、Windows 95では、マルチユーザー環境での使用ができま
せん。また、ロールベースのセキュリティ機能ありません。このように、Windows NT 
Workstation、Windows 95用のMTSは、シングルユーザー環境でのみ動作するので、主に、
開発用、テスト用として使用されることを目的としています。

1.3 MTS2.0の新機能について教えてください?

MTS2.0には、以下の機能拡張が行われております。

 MTS エクスプローラの拡張

MTS エクスプローラでは、パッケージ管理のサポートが改善され、複数項目の選択と
いった使いやすさを改善する拡張が加えられています。また、MTS エクスプローラは、
IISアプリケーションと、SNA Server 4.0によって生成されたコンポーネントをMTS
パッケージとして管理することができます。

 Microsoft Management Consoleサポート

MTS 2.0では、MTS エクスプローラ管理インターフェイスを、Microsoft Management 
Console(MMC)へのスナップインとして実行することができます。MMCとの統合によ
り、ユーザーは一貫性のあるルック アンド フィールを持った統合管理環境を使うこ
とができます。

 自動的なクライアント インストレーション ユーティリティ

MTS 2.0は、サーバー上で実行されているMTSベースのコンポーネントにアクセスす
る必要があるクライアント マシンの構成プロセスを単純化し、自動化するユーティリ
ティを用意しています。

 OracleデータベースのためのトランザクショナルODBCドライバ

MTS 2.0には、Oracleバージョン 7.3以降を実行しているデータベースのためのODBC
3.0準拠のドライバが付属しています。ODBC 3.0への準拠により、開発者は、(任意の
プラットフォーム上の)Oracleデータベースへのアクセスと、SQL Server™やMicrosoft 
Message Queue Serverなどの他のリソースへのアクセスを、トランザクション作業単
位の中で実行して、データの整合性を完全に保護することができます。また、ODBC 
3.0に準拠していることで、MTSはOracleデータベース セッションの接続プーリング
を行って、パフォーマンスを改善することができます。

 パフォーマンスの改善

MTS 2.0は、MTSがクライアントからの要求に従って、サーバー ベースのオブジェク
トのインスタンスを作成し、実行するのに要する時間を減らす、マルチスレッドのク
ラス ファクトリを持っています。また、MTS 2.0はさまざまな内部操作が実行のため
に必要とするステップの数を減らすことによって、パフォーマンスを改善します。

 IISとの統合

Microsoft Internet Information Serverバージョン 4.0はMTS 2.0と統合されており、MTS
を使ってトランザクション管理などのさまざまなランタイム サービスを実行します。
トランザクション サポートにより、IIS Active Server Pagesは、完全なデータ整合性を



保ちながら、データベース、メインフレーム アプリケーション、およびメッセージ 
キューにアクセスすることができます。MTSとの統合により、IISはプロセスの分離
によって、個々の障害の影響がWebサイトの他の部分に及ぶのを防ぎ、スレッドおよ
び接続のプーリングなど、改善されたランタイム サービスによってパフォーマンスの
改善を図り、コンポーネントをより簡単に管理することができます。

 MSMQとの統合

MTS 2.0はMicrosoft Message Queue Server(MSMQ)との統合をサポートしています。
MSMQとの統合により、MTSベースのアプリケーションは、信頼の置ける、非同期
通信を行うことができます。送信や受信などのMSMQ操作は、データの整合性を守
るために、MTSトランザクションに自動的に参加します。

 SNA Server 4.0との統合

MTS 2.0はMicrosoft SNA Server 4.0を使用して、(たとえば CICSの下で動作している)
メインフレーム アプリケーションとそのデータを、MTSが管理しているトランザク
ションに入れることができます。MTSベースのアプリケーションは、1つまたは複数
のデータベースを更新し、MSMQを使ってメッセージの送受信を行い、(VSAMなど
の)データを更新するメインフレーム アプリケーションを呼び出したりした上で、す
べての更新を、メインフレーム上のものも含めて、全体としてコミットまたはアボー
トさせることができます。また、Microsoft SNA Server 4.0は、メインフレーム アプリ
ケーションに対する COMベースのインターフェイスを簡単に生成できるので、MTS
プログラミングが単純になります。

 Windows NTクラスタリング サービスのサポート

MTS 2.0はクラスタリングされたWindows NT Server上での実行をサポートしていま
す。クラスタリングにより、管理者は自動的なフェイル オーバーと、フォールト ト
レラントな高い可用性を持つ運用が可能なようにMTSを構成することができます。

1.4 Windows NT ServerとWindows NT Server，Enterprise Editionでは、MTS2.0の機能は違
いますか?

基本的には同じです。しかし、Windows NT Server，Enterprise Editionでクラスターの構成
が行われているとMTS2.0は、自動的にクラスター構成のインストールを行います。

1.5 ORACLEデータベースと接続する時、ORACLE社が提供するODBCドライバーは使用で
きますか?

いいえ、MTSはODBC3.0に準拠したドライバーが必要なため、マイクロソフトが提供す
るMTS2.0に付属したORACLE用のドライバーを使用しなくてはなりません。このドライ
バー以外は、マイクロソフトのサポート対象とはなりません。

1.6 ORACLEデータベースを使用する時の制限はありますか?

基本的な機能は全て使用できます。しかし、クラスター環境では使用できないという制限
があります。これは、以下の理由から生じている問題です。

分散トランザクション コーディネータ（DTC）トランザクション マネージャは、システ
ムが障害を起こした後にリカバリを実行するためには、XA準拠のデータベースをオープ
ンできなくてはなりません。このために、DTCはアプリケーションがもともとXAデータ
ベースをオープンしたときに使用していたDSNを記憶している必要があります。DTCは
このDSNをXATMLOGファイルに格納しています。DSNはユーザー IDとパスワードを含
んでいることがあるので、DTCはXATMLOGファイルへの格納時にDSNを暗号化しなけ
ればなりません。現時点では、MSCSクラスタの中のすべてのシステム上のすべてのDTC
プロセスに、まったく同じ暗号鍵を使わせることはできません。システムA上で鍵Aを使
ってDSNが暗号化されており、システムAが障害を起こし、システム Bがテイク オーバ
ーし、システム Bが鍵 Bを使ってDSNを復号しようとした場合、リカバリは失敗します。



この制限は、将来のリリースで修正される予定です。現時点では、OracleなどのXA準拠
のデータベースをMSCSクラスタ上で使用することはできません。

また、Alphaプラットフォーム上のOracleデータベース接続は、サポートしておりません。
この機能は将来のリリースで実現される予定です。

1.7 Windows 95をMTSのクライアントとする場合、Windows 95上にはソフトウエアが必要
ですか？

クライアント/サーバー型でアプリケーションを実行せる場合、Windows 95にDCOM for Ｗ
ｉｎｄｏｗｓ 95をインストールする必要があります。DCOM for Ｗｉｎｄｏｗｓ 95は、
http://  www.  microsoft.com/japan/win95      からダウンロードしてインストールすることができま
す。

また、Web型アプリケーションを実行する場合、Windows 95上にWebブラウザーが必要
となります。

1.8 MTSのライセンスについて教えてください。

Windows NT Serverで実行されているMTSベースのコンポーネントを呼び出すマシンには、
Microsoft Windows NT Serverクライアント アクセス ライセンス(CAL)が必要です。すでに
プリント サービスやファイル共有などのサービスにアクセスするために CALを持ってい
るマシンは、新たに CALを購入しなくてもMTSクライアントを使用することができます。
Microsoft Windows NT Serverライセンシングの詳細については、
http://www.microsoft.com/ntserver および http://www.microsoftcom/japan/products/ntserver を参
照してください。

http://www.microsoftcom/japan/products/ntserver
http://www.microsoft.com/ntserver/
http://microsoft.com/japan/win95


2 Microsoft Message Queue Server

2.1 Microsoft Message Queue Server（MSMQ） には、どのOSが対応していますか?

MSQMは、NTOPより先にリリースされたWindows NT Server，Enterprise Edition 4.0の標
準機能として提供されています。NTOP以前には、Windows NT Server，Enterprise Edition
のみがMSMQのサーバーとしてインストール可能でしたが、NTOPの出荷によりWindows
NT Server 4.0でもMSMQのサーバーとして稼動することが可能となりました。MSMQク
ライアントとしては、Windows NT Server，Enterprise Edition、Windows NT 
Server、Windows NT Workstation 4.0、Windows 95が対応しています。

2.2 Windows NT Server，Enterprise Edition 4.0に入っているMSMQとNTOPに入っている
MSMQのバージョンは違うのでしょうか?

いいえ、同じバージョンの 1.0入っています。

2.3 Windows NT Server，Enterprise Edition 4.0に入っているMSMQとNTOPに入っている
MSMQの機能は同じですか?

いいえ、以下の 3つの機能がNTOP版のMSMQで制限があります。

 同時クライアント数

NTOP版のMSMQでは、同時クライアント数が 25に制限されております。

 MSMQコネクター機能無し

 MSMQルーティング機能無し

上記の機能をご利用いただく場合には、Windows NT Server，Enterprise Edition 4.0をご使用
ください。

2.4 MSMQのサーバーについて教えてください。
MSMQ サーバーは、すべてのMicrosoft Message Queue Server機能をサポートします。MSMQ サ
ーバーには以下の機能があります。

MSMQ Serverマシン上で実行されているアプリケーションからのMSMQ API要求に対してサー
ビスを提供します。

 他のマシン上のMSMQ 依存型クライアントのためにクライアント プロキシ サーバーとし
て機能します。

 MSMQ Serverマシン上のメッセージ キューにメッセージを格納します。
 コスト ベースのメッセージ ルーティング機能を実行します。
 MSMQ コネクターを通して、他のプラットフォームとプロダクトへの接続をサポートし

ます。

また、MSMQ Serverは、Microsoft Message Queue Serverの中のルーティングおよび構成情報の
ディレクトリであるMSMQインフォメーション サービスと、管理者がMSMQ環境の構成、管
理、および監視に使用するMSMQ エクスプローラをサポートします。

MSMQ ServerにはWindows NT Serverが必要です。

2.5 MSMQクライアントについて教えてください。

MSMQには、MSMQ独立型クライアントとMSMQ依存型クライアントの 2種類のクライ
アントがあります。
Microsoft Message Queue Server 独立型クライアントは、MSMQ 独立型クライアントマシン
上で実行されているアプリケーションに対して、完全なMSMQ APIサービスとローカル 



キュー管理サービスを提供します。

Microsoft Message Queue Server 独立型クライアントと他のマシンの間のネットワークがダ
ウンした場合(または、ネットワークに定期的にログオンするモバイル ユーザーの場合
は、接続が存在していない場合)、ローカル キュー管理サービスによって、アプリケー
ションはローカルなMSMQ 独立型クライアントキューとの間で送信と受信を続行するこ
とができます。ネットワーク接続が開始または復旧した時点で、MSMQ 独立型クライアン
トは他のマシン上のキューを宛先としている、ローカル キューに格納されているすべての
メッセージを転送します。また、Microsoft Message Queue Server 独立型クライアントは、
他のマシン上で配信を待っていたすべてのメッセージを受信します。

MSMQ 独立型クライアントは、Windows 95、Windows NT Workstation、およびWindows 
NT Server上でサポートされています。Microsoft Message Queue Server 独立型クライアント
は、ルーティング サービスとクライアント プロキシ サービスはサポートしません。
Microsoft Message Queue Server 依存型クライアントは、すべてのMSMQアプリケーション 
プログラミング インターフェイスを提供しますが、動作するためにはMSMQ Serverへの
使用可能なネットワーク接続を必要とします。アプリケーションがMSMQ API呼び出しを
行うと、MSMQ 依存型クライアントは、Microsoft Message Queue Serverを実行しているマ
シンが提供するクライアント プロキシ サーバーに対して、ネットワーク経由で呼び出し
を転送します。クライアント プロキシ サーバーはAPI呼び出しをMSMQ Serverに対して
再発行し、MSMQ Serverは実際のメッセージ キューに対して要求を実行します。MSMQ 
Serverはすべてのメッセージ管理、格納、およびルーティング機能の責任を負います。

Microsoft Message Queue Server 依存型クライアントは、Windows 95、Windows NT 
Workstation、およびWindows NT Server上でサポートされています。

2.6 MSMQ独立型クライアントとMSMQ依存型クライアントはどのように選択したらよいの
でしょうか？

Microsoft Message Queue Server 独立型クライアントはローカルなキュー管理サービスを提供す
るので、ネットワーク接続がつねに使用可能な状態にはなっていない環境に理想的です。これ

には、ネットワーク接続が間欠的にしか確立されないモバイル コンピューティング アプリケー
ションや、ネットワーク接続が通常は存在するが、ネットワーク サービスが停止する可能性の
あるアプリケーションなどが含まれます。ただし、独立型クライアントキューを管理するため

のオーバーヘッドが生じます。

MSMQ 依存型クライアントの主な利点は、ディスクとメモリのフットプリントが最小限で済
み、ローカルなキュー管理が不必要であるということです。ただし、MSMQ 依存型クライアン
トと、MSMQ Serverベースのマシン上で実行されているクライアント プロキシ サーバーの間
のネットワークがダウンすると、Microsoft Message Queue Server 依存型クライアントを使用し
ているアプリケーションはMicrosoft Message Queue ServerのAPI操作を実行できなくなりま
す。つまり、MSMQ 依存型クライアントは、信頼の置けるネットワーキングを通してMicrosoft
Message Queue Serverベースのサーバーに接続されているプラットフォームに適していると言え
ます。

また、ユーザーによってはパフォーマンス上の理由から、MSMQ 依存型クライアントよりも
MSMQ 独立型クライアントを好む場合があります。MSMQ 独立型クライアントはローカル 
キューを使用するので、すべての操作が迅速に実行されます。アプリケーションはネットワー

ク操作が起こるのを待たずに、Microsoft Message Queue Serverから制御を取り戻すことができ
ます。一方、MSMQ 依存型クライアントはすべての操作について、MSMQ Serverへのネット



ワーク転送が起こるのを待たなくてはなりません。さらに、依存型クライアントとMSMQ 
Serverの間の接続はセキュアではありません。

2.7 MSMQでは SQL Serverが内部的に使用されていますが、どの機能で使用されているので
しょうか?

MSMQ1.0では、MSMQ サーバーおよびクライアントが構成されているシステムの位置情
報やキューの情報などをMSMQサーバーが管理しています。その情報管理のために SQL 
Server 6.5を使用しており、キューのなかのメッセージを格納する目的で使用はしていませ
ん。

Windows NT Server 5.0 とともにリリースされる予定のMSMQでは、SQL Server 6.5を使用
せず、Microsoft Active Directory Service を使用することになります。

2.8 MSMQを使用するためには、SQL Server 6.5を購入する必要があるのでしょうか?

いいえ、Windows NT Server 4.0，Enterprise EditionのMSMQには、SQL Server 6.5機能制限
版が含まれております。このバージョンはMSMQのみでの利用が可能です。

また、NTOPのMSMQには、SQL Server 6.5は 120日間限定の評価版が含まれております。
このバージョンは 120日間で使用権が切れるため、MSMQアプリケーションの実運用を計
画されている場合、Windows NT Server 4.0，Enterprise Edition、もしくは SQL Server 6.5を
ご購入されることをお勧めいたします。

2.9 NTOPのMSMQをWindows NT Server，Enterprise Edition 4.0にインストールすること
は可能ですか?

可能ですが、2.3の回答にある機能的な制限がそのまま適用されてしまうので、Windows 
NT Server ，Enterprise Edition 4.0には、必ず Enterprise Editionの CD-ROMに含まれている
MSMQをインストールしてください。

2.10 IBM MQSeries とMSMQは相互接続することは可能ですか?

はい、米 Level8 Systems社の FalconMQ を使用して IBM MQSeries と接続することが可能で
す。日本においては、近日中に詳細を発表する予定です。

2.11 FalconMQと Level8 Systems社について教えてください。

1995年にMicrosoftは、Level８ Systems社とMSMQと IBM MQSeriesのゲートウェイを開
発することに合意し、提携いたしました。この提携が FalconMQという製品に反映され、
現在Microsoftが IBM MQSeriesと接続するために認めている唯一の製品です。

IBM社は、MQSeriesの発売以来、多くの企業がメインフレームを中心とした分散システム
のプラットフォームに採用してきました。MSMQは、FalconMQと連携することによって、
Windows プラットフォームとメインフレームを非同期に接続することを可能とします。ま
た、メインフレームに限らず Sun、HP、IBM、SCOのUNIX、AS/400、DEC VMSなどのシ
ステムと非同期接続することも可能です。これによって、企業内に既存する複雑なシステ
ムとWindowsプラットフォームをトランザクショナルにデータ交換を行えるようになるわ
けです。

Microsoftが 1月に発表した“Interoperability Initiative”でも Level８ Systemsの FalconMQは非
同期の異機種接続の重要な要素技術として、その構想の中に取り込まれています。Level8 
Systems社とMicrosoftはサポート面でも協力関係にあり、米国では障害の 1次切り分けを
Microsoftが行っています。

Level8 Systems社の情報は、http://www.level8.com をご覧ください。 

http://www.level8.com/


2.12 MSMQ、SQL Server、MTSを 1つのWindows NT Serverにインストールする場合、イン
ストールする順番はどうなるのでしょうか？

インストールする順番は、SQL Server、SQL Server Service Pack、MTS、MSMQの順になり
ます。

2.13 MSMQのライセンスについて教えてください。

Microsoft Message Queue Serverは、Microsoft Windows NT Serverのライセンス コピーに無
償で付属します。MSMQ 依存型クライアントまたはMSMQ In依存型クライアントを実行
しているマシンは、MSMQベースのサーバー(Microsoft Windows NT Server上で実行されて
いる必要があります)にアクセスするためにMicrosoft Windows NT Server Client Access 
License(CAL)を必要とします。すでにプリント サービスやファイル共有などのサービスに
アクセスするために CALを持っているマシンは、CALを追加購入しなくてもMSMQクラ
イアントを使用することができます。Microsoft Windows NT Serverのライセンシングの詳
細については、http://www.microsoft.com/japan/products/ntserver、および 
http://www.microsoft.com/ntserverを参照してください。

http://www.microsoft.com/japan/products/ntserver

	1 Microsoft Transaction Server 2.0
	1.1 Windows NT Option Pack に含まれているMicrosoft Transaction Server（MTS） 2.0は、どのOSに対応していますか?
	1.2 Windows NT Workstation、Windows 95 でMTSを使用する時、制限はあるのですか?
	1.3 MTS2.0の新機能について教えてください?
	1.4 Windows NT ServerとWindows NT Server，Enterprise Editionでは、MTS2.0の機能は違いますか?
	1.5 ORACLEデータベースと接続する時、ORACLE社が提供するODBCドライバーは使用できますか?
	1.6 ORACLEデータベースを使用する時の制限はありますか?
	1.7 Windows 95をMTSのクライアントとする場合、Windows 95上にはソフトウエアが必要ですか？
	1.8 MTSのライセンスについて教えてください。

	2 Microsoft Message Queue Server
	2.1 Microsoft Message Queue Server（MSMQ） には、どのOSが対応していますか?
	2.2 Windows NT Server，Enterprise Edition 4.0に入っているMSMQとNTOPに入っているMSMQのバージョンは違うのでしょうか?
	2.3 Windows NT Server，Enterprise Edition 4.0に入っているMSMQとNTOPに入っているMSMQの機能は同じですか?
	2.4 MSMQのサーバーについて教えてください。
	2.5 MSMQクライアントについて教えてください。
	2.6 MSMQ独立型クライアントとMSMQ依存型クライアントはどのように選択したらよいのでしょうか？
	2.7 MSMQではSQL Serverが内部的に使用されていますが、どの機能で使用されているのでしょうか?
	2.8 MSMQを使用するためには、SQL Server 6.5を購入する必要があるのでしょうか?
	2.9 NTOPのMSMQをWindows NT Server，Enterprise Edition 4.0にインストールすることは可能ですか?
	2.10 IBM MQSeries とMSMQは相互接続することは可能ですか?
	2.11 FalconMQとLevel8 Systems社について教えてください。
	2.12 MSMQ、SQL Server、MTSを1つのWindows NT Serverにインストールする場合、インストールする順番はどうなるのでしょうか？
	2.13 MSMQのライセンスについて教えてください。


